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いまから8１年前。日本の南方で…………（五十嵐喜良博士資料）
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現代より圧倒的に多かった戦前の日本の電離層観測網
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昭和東南海地震発生“当日”の国分寺でのイオノグラム
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“当日”の平塚でのイオノグラム
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昭和東南海地震の被害を確認後、更に18:30空襲のメモも
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昭和南海地震直前における地殻変動と電離層のデータの連動性

プレスリップが起きている１−２時間前に、臨界周波数で計算され

る電子数密度nが急増

→今、研究開発しているプレスリップ検出が成功すれば、

“次の”M８南海トラフ地震のプレスリップ検出が

電離層及び地殻変動の両方でできるはず。
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イオノゾンデ観測の原理

2025/12/31



装置の概要(設置時)@花山天文台(2018/11/5設置)

2025/12/31

花山天文台（京都市山科区）に設置。電波環境が最高で綺麗なイオノグラムが見える様になる。



イオノグラム(花山)  2018/11/07

2025/12/31
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